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6月 定例会 (1)

令和元年 6月 ■4日 (金) 14時 00分開 催 日 時

開 催 場 所

1開   会

2 前国会議録の承認

3 教育長報告

4報   告

県庁行政棟 「教育委員会1室」

(1)平成 31年度長崎県学力調査の結果について

(2)令和元年度県市町教育委員会合同研修会の各分科会概要報告について

(3)高校生の活躍について

(4)令和 2年度長崎県公立学校教員採用選考試験の志願状況について

(5)県立長崎図書館郷土課の移転及びミライon図書館の部分開館について

(6)令和元年度長崎県高等学校体育大会について

(義務教育課)

(総務課)

(高校教育課)

(高校教育課)

(新県立図書館整備室)

(体育保健課)





平成31年度 長崎県学力調査の結果について

<小学校国語 B算数・理科 中学校国語・数学>

1 調査の目的

本県独自の学力調査を実施することにより、児童生徒の学力の定着状況を把

握・分析し、各学校における児童生徒への教育指導の充実や改善等に役立てる

とともに、県及び市町の教育施策の成果と課題を検証して学力向上対策の一層

の充実を図る。

2 調査実施日・調査内容

○平成 31年 4月 18日 (木)

。小学校調査 (国語・算数 :第 5学年 :各 40分 )

( 理科  :第 6学年 : 40分 )

・中学校調査 (国語・数学 :第 2学年 :各 45分 )

※小学校調査 (理科)は本年度から実施

※中学校調査 (英語)は全国学力・学習状況調査で実施

3 調査実施検数及び児童・生徒数

(1)実施校数

492 構  / 謂 杏 寸褒 者 の存 籍 十 る学構 総 浄 構の 492

(2)実施児童・生徒数

小学校 5年生 11,504人
小学校 6年生 11,447人
中学校 2年生 10,558人

4 結果の概要

(1)出題の考え方
O 学習指導要領が目指す学力像を示し、授業で身に付けさせたい資質・

能力に視点をあてたもの。
① 学習指導要領が求める基礎的・基本的な知識及び技能、思考力・判断

力・表現力等を問うもの。
O 学習指導要領の内容の定着状況を把握するとともに、過年度の課題を

検証する。
① 各教科の平均正答率の目標値 (以下「目標値」とする)を 60%とす

る。

件  名

概  要

報 告 事 項 (1)
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(2)県全体の平均正答率 (%)

(3)平均正答率 と「学力向上のための二つの提案」に係 るアンケー トとの相関

(上位校 と下位校の比較)      ※平均正答率上位 50校、下位 50校を抽出

(1学年 20名以上の学校を抽出)

「学習規律の徹底」と「支持的風土E
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5 結果の総括

(1)県全体の平均正答率から

◇ 小学校においては、算数は目標値 (正答率60%)を上回り、国語と理科に
ついては目標値に至らなかつた。

◇ 中学校においては、国語は昨年度に引き続き目標値 (正答率60%)を上回

り、数学は目標値までには至らなかつたものの、1昨年度より平均正答率が上昇

した。

(2)平均距答率と「学力向上のための三つの提案」に係るアンクートとの欄関から

◇ 小学校においては、平均正答率が高い学校ほど、「めあて」と「まとめ」が

子供に届く授業を実施している。

◇ 中学校においては、平均正答率が高い学校ほど、ねらいに即した「書く活動」
を重視する授業を実施している。

◇ 小学校の「書く活動」と中学校の「めあてとまとめ」については、上位校と

下位校の実施状況が同程度であることから、取組の質に違いがうかがえる。

◇ 小・中学校を通して、平均正答率が高い学校ほど、「学習規律の徹底」と「支
持的風土の醸成」を図り、安心して学べる授業を実施している。

(3)国語と算数・数学の相関から

◇ 小学校国語と算数、中学校国語と数学の平均正答率には、ともに相関関係が

うかがえる。
◇ 小学校国語と算数、中学校国語と数学ともに平均正答率が低い学校は、各教

科に共通して働く問題を読み取る力や、自分の考えを表現する力等に課題があ

ることがうかがえる。

(4)各問題の解答状況から

状 況

継続課題

継続課題

改善傾向

継続課題

改善傾向

継続課題
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改善傾向

継続課題

問題番号

□五

B (1)1

A□ (2)

(2)2

(2)4

A□ (3)

A□ (2)

重 J煮課題 (H30)

条件に合わせて書く

語彙 (漢字)

式の表現と読み

資料の整理と読み

結果を見通した実験

結果を基にした考察

条件作文

比例定数

~プ E~ 次方程式

国語
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理科

国語
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学

校

中

学

校
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◇その他、課題が見られた問題
【小学校国語】主語をとらえる問題 (2))
【小学校算数】文と図を関連付けた二つの数量関係をとらえる問題 (

平行な 2本の直線の性質に基づいた作図の問夕顕 ( (1))
(1))【小学校理科】事物・事象を獲得した

【中学校国語】文章の特徴をとらえる問題

でとらえる問題

(2)(い ))

【中学校数学】グラフのかき方を数学的に説明する問題 (B (2))
※重点課題以外で、特に正答率が低かつたもの

2
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令和元年度県市町教育委員会合同研修会 各部会概要報告について

O 令和元年度県市町教育委員会合同研修会

1.実施期日  令和元年 5月 21日 (火)

2.参 加 者  142名 (県 :3名、市町 :121名 、県教委 :18名 )

3.内  容  (1)長崎県教育委員会説明

「子ども読書活動の推進について」

山口千樹 生涯学習課長

(2)分科会別協議・意見交換

各部会における意見の概要については、別冊のとおり

4.そ の 他  各部会の意見概要 (別冊)を各市町教育委員会へ送付

※ 各部会のテーマは以下のとおり

ア マ

○子ども読薯活動の推進について

〇ふるさと教育の推進について

・ ふるさと叡育の取組状況・ 成果 ,課題について

O青少年の電子メディアの適切な利用に向けた取組について

O携帯電話 (スマートフォン)の所持について

〇心るさと教育を進める「地頭学校協倒活動」のあり方

～地財と学校が「連携・協働」する持続可能な体制づくり～

〇学力向上について (義務教育課)

・ 学力調査を活用した教育委員会の取組について

部会・ 県委員

第 1分科会

(前田委員)

第 2分科会

(小松委員)

第3分科会

(康田委員)

第4分科会

第5分科会

【教育長音日会】

(池松教育長)

件  名

概 要

報 告 事 項 (2)
総 務 課
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概  要

件  名

1大 会 名 「インテル国際学生科学技術フェア (Intel ISEF)2019」

(派遣機関 :朝 日新聞社、読売新聞社)

開 催 日  令和元年 5月 12日 (日 )～ 17'日 (金)(現地時間)

開催場所  アメリカ合衆国 アリゾナ州 フェニックス

出 場 者  長崎西高等学校

生物部 (3年 女子生徒 3名 グループ)

5 研究テーマ 「謎に満ちた地表徘徊性ハシリカスミカメムシ類の生態

(と くに発音と闘争)を解明そして飼育技術を開発した

サクセスス トーリー」

6成  績 ・動物科学部門優秀賞4等 (グランドアワード入賞)

・特別賞 :アメリカ音響学会賞 1等 (スヘ
°
シャルアワード入賞)

7 大会の概要等

01950年 に米国ペンシルベニア州7ィ ラデルフィアにて第 1回大会が開

催されて以降、米国で毎年開催されており、2019年は 70回 目の節目の

大会であつた。※日本は 1958年から参力日を開始し本年は61回 目の参力口。

○同校生物部グループは、国内予選となる平成 30年 12月 8～ 9日 に開催

された「第 16回高校生科学技術チャレンジ (JSEC 2018)」 で、全国2

位となる科学技術政策担当大臣賞を受賞して、本大会へ進出と

①本年は 80か国・地域から1,842名 の生徒が参力日。日本からは 12組 21

名の生徒が参力日し、優秀賞 2等 1組 2名 、優秀賞 3等 1組 1名 、優秀賞
4等 1組 3名 (長崎西)、 特別賞 3組 6名 (長崎西を含む)であつた。

〇自由研究の成果をまとめた展示パネルを使用し、審査員の白頭試間を受

ける。審査は研究の課題設定、計画と手法、実施i、 倉げ造性、プレゼンテ

ーションを評価対象として行われる。

○研究分野に設定された 22の部門それぞれに、 1等から4等までの優秀

賞 (グ ランドアフー ド)が選出される。また、優1秀賞以外にも、数十の

企業、学会、政府団体などが様々な特別賞 (スパtシャルアワー ド)を設

けている。

２

　

　

３

　

　

４

高校生の活躍について

報 告 事 項 (3)
高 校 教 育 課
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報 告 事 項 (4)

令和 2年度長崎県公立学校教員採用選考試験の志願状況について

1 志願者数等

令和 2年度 平成 31年度
区分

志願者数 採用予定者教 倍
・
率 志願者数 採用予定者敦 倍 率

小 学 校 329 220 1 5 403 220 1 8

28 8 3 5 42 11 8 8

社 69 11 6 3 82 9 9 1

数 5 8 11 5 3 69 7 9 9

理 3 7 10 3 7 41 8 5 1

中
学
校

立
日 3 1 5 6 2 40 6 6 7

美 術 6 2 3 0 11 4 2 8

保 5 9 1 5 3 9 5 3 1 0 5 3

8 2 4 0 9 2 4 5

8 3 2 7 1 1 2 5 5

37 18 2 8 58 11 5 3

小 計 341 80 4 3 416 70 5 9

==H口 35 7 5 0 33 7 4 7

世界史 10 1 1 0 0 10 1 1 0 0

日本史 22 1 2 2 0 25 1 2 5 0

地  理 12 2 6 0 15 2 7 5

数 学 51 7 7 3 59 5 1 8

理

科

物 理 14 2 7 0 8 2 4 0

ヒ 1 7 3 5 7 13 2 6 5

生 物 1 7 4 4 3 22 3 7 3

朱 53 4 3 3 64 5 1 2 8

高
等
学
校

士本
体側

立
日 楽 14 1 4 0 13 1 1 3 0

美 術 8 1 8 0 8 8 0

2 2 7 3 1 2 6 5 5 2

5 3 1 7 9 3 3 0

2 1 2 0 7 2 3 5

工

業

電 気 5 2 2 5 9 3 3 0

建 4 1 4 0 8 2 4 0

土 木 7 1 7 0

水産 機 関 1 2 0 5

商 業 1 1 1 1 1 0

0 1 0 0 0 2 0 0

5 1 5 0

小 計 309 50 6. 2 335 50 6 7

特
男 :」

支

撃
校

ィよヽ 107
(併願含む)

20
2

102
(併願含む)

25
2. 0

25 25

小 計 107 45 2 4 102 50 2 0

養 護 教 諭 113 25 4 5 109 30 3 6

合   計 1, 199 420 2.9 1, 365 420 3 3

※倍率=志願者数■採用予定者数
※小学校教諭の志願者数は、関東会場受験希望者を含めない暫定値である。
※高等学校は、年度によつて採用がない教科・科 目がある

件 名

概 要
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2 今後の日程

(1)第 1次試験

・期日 :令和元年 7月 14日 (日 )

・内容 :教職・一般教養試験、専門教科・科目試験、実技試験 (該当者のみ)、

英会話カテス ト (該当者のみ)

・会場 :県立長崎西高等学校、県立長崎工業高等学校

※令和元年 3月 2日 (金)頃、受験者全員に第 二次試験結果通知書を発送予定

(2)第 2次試験

【A日程】

・期日:令和元年8月 16日 (金)

・内容 :適性検査、小論文、実技適性試験 (養護教諭)

・会場 :県教育センター、県立大村城南高等学校

【B日程】
,期 日:令不口元年 8月 25日 (日 )～ 9月 6日 (金)の うち

指定された1日 または2日
・内容 :個人面接、教壇における課題面接、実技適性試験 (該当者のみ)

・会場 :県教育センター、大村市立大村中学校

【C日 程】小学校本免申請者で、関東会場での受験を希望する者対象
・期日 :令和元年 11月 17日 (日 )

・内容 :適性検査・小論文・個人面接・教壇における課題面接
・会場 :筑波大学東京キャンパス文京校舎

※令和元年 10月 4日 (金)頃、(小学校本免申請者で、関東会場での受験を希望

する者は令和元年 12月 13日 (金)頃)受験者全員に第 2次試験結果通知書を

発送予定

-8-



報 告 事 項 (5)
新県立図書館整備室

暴立長崎日書館郷土課の移転及びミライon園書館の部分開館について

lⅢ 郷土課の移転

県立長崎図書館の解体及び「県立図書館郷土資料センター (仮称)」

の建設工事期間中、利用者の安全性等を考慮し、長崎図書館郷土課を移

転するとともに、移転先で郷土資料の閲覧や貸出、レファレンス等のサ

ービスを行 う。

O移転場所

県立鳴滝高等学校内 (長崎県能力開発センター、なるたき図書館)

○移転時期等

・移転時期 :令和元年 6月 末

・サービス開始時期 :令和元年 7月 24日 (水 )

・サ●ビス時間等 :月 ～金及び日曜日の年前 10時から年後 5時まで
。体 館 日:土曜日及び「なるたき図書館」が休館する日

○郷土資料センター (仮称)整備スケジュール

・長崎図書館解体工事  令和元年度

・センター建設工事   令和 2｀ 3年度

。開館        令和 3年度中 (予定)

2.ミ ライon図書館の部分開館

子どもたちが多くの本に触れ、読書に親しむ機会として「こどもしつ」

を中心に部分的に開館し、児童書の閲覧ができる環境を提供するも

また、県民を対象に館内の一部を公開する。

○部分開館及び一般公開の実施時期

令和元年 7月 24日 (水)～ 7月 28日 (日 )

午前 10時から午後4時まで

件  名
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3.利用者カードの発行詩翔及び場所

・ ミライoこ図書館  7月 24～ 28日 の部分開館時に受付、発行

10月 5日以降撤髄時受付、発行

・長崎図書館郷土課  7月 24日 から鰭時受付、発行
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令和元年度長崎県高等学校体育大会について

令和元年度長崎県高等学校総合体育大会について

1 期  間   令和元年 5月 31日 (金)～ 6月 7日 (金)

2 会  場   9市 2町 64会場

(総合開会式は「トランスコスモススタジアム長崎」)

3 実施競技   32競 技 (駅伝は含まない)

4 参力田校。人数    88ッ険 11, 151名
5 競技結果

新記録等   別紙一覧表参照

※令和元年度全国高等学校総合体育大会 (南部九州総体 2019)
の概要

1 開 催 県   鹿児島県 う熊本県・宮崎県・沖縄県・

和歌山県 (ヨ ントのみ)

(総合開会式は鹿児島県で実施)

2 期  間   令和元年 7月 24日 (水)～ 8月 20日 (火 )

O令和元年度全国高等学校定時制通信制体育大会長崎県予選大会について

1 期  日   令和元年 6月 9日 (日 )

2 会  場   大村高校 。大村城南高校・諌早高校

3 実施競技   6競 技

4 参加校・人数     9校 13課程 329名

5 競技結果   別紙一覧表参照

※令和元年度全国高等学校定時制通信制体育大会の概要

1 開 催 県   東京都 。神奈川県 e静岡県
「

2 開催期間   令和元年 7月 28日 (日 )～ 8月 19日 (月 )

件  名

報 告 事 項 (6)
体育 保偉謀
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